
 
 

                           

 

７
月
下
旬
、
瑞
穂
市
内
に
て
、
夜

間
帰
宅
中
の
女
性
を
狙
っ
た
路
上
強

盗
事
件
が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
夜
間
の
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、
市
が
管
理
す
る
全

て
の
街
路
灯
、
防
犯
灯
が
故
障
破
損

な
く
正
常
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
安
心
・
安
全
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
・
確
立
す
る

た
め
、
こ
の
件
に

関
す
る
一
般
質
問

を
致
し
ま
し
た
。 

執
行
部
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、「
市
が

管
理
す
る
街
路
灯
、
防
犯
灯
は
４
６

９
１
基
と
非
常
に
多
く
設
置
さ
れ
て

お
り
、
職
員
に
よ
る
点
検
は
困
難
で

あ
る
。
自
治
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
か
ら
の
通
報
で
不
点
灯
や
破
損

等
の
不
具
合
を
把
握
し
修
繕
対
応
し

て
い
る
。
現
在
、
定
期
的
な
一
斉
点

検
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
平
成 

年

度
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
交
通
量
の

多
い
道
路
に
限
定
し
た
点
検
は
実
施

し
た
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
 

か
っ
て
、
平
成 

年
９
月
議
会
に

お
い
て
、
全
国
の
市
区
町
村
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
「
市
民
参
加
型
通
報
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
を
提
言
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
街
路
灯
の
み
な
ら
ず
、
道

路
の
陥
没
・
ひ
び
割
れ
、
側
溝
蓋
の

損
傷
、
街
路
樹
の
異
常
、
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
、
公
園
遊
具
の
破
損
等
を
発

見
し
た
市
民
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
現
場
の
写
真
と
簡
単
な
状
況
コ

メ
ン
ト
を
通
報
（
投
稿
）
す
る
。
通

報
を
受
け
た
行
政
の
担
当
者
は
、
現

状
に
加
え
、
写
真
に
含
ま
れ
た
位
置

情
報
か
ら
正
確
な
場
所
が
特
定
で
き

ま
す
。
ま
た
、
行
政
は
管
理
す
る
サ

イ
ト
で
状
況
を
随
時
更
新
し
、
通
報

（
投
稿
）
者
に
対
し
て
は
対
応
状
況

を
メ
ー
ル
配
信
す
る
こ
と
も
可
能
な

市
民
参
加
型
の
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、

多
様
化
す
る
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
対
応
す
る 
時
間
・ 

日
受
付

可
能
で
あ
り
、
同
時
に
行
政
事
務
効

率
の
向
上
の
観
点
か
ら
も
大
い
に
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
、
令
和
元
年
９

月
議
会
に
て
再
度
導
入
の
提
言
を
し

た
と
こ
ろ
、「
最
近
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
通
報
で
き
る

市
民
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
市
町
も
多
く
あ
り
、
開
発
費
も
比

較
的
安
価
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

夜
間
に
し
か
わ
か
ら
な
い
不
具
合
を

発
見
で
き
る
大
変
有
効
な
も
の
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

や
操
作
方
法
等
の
課
題
が
あ
り
、
今

後
は
費
用
だ
け
で
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
導
入
に
向

け
た
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
前

回
の
平
成 

年
よ
り
少
し
前
進
し
た

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
自
助
・

共
助
（
近
助
）・
公
助
の
連
携
と
協
働

で
、
よ
り
一
層
安
心
・
安
全
で
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
市
民
参
加

型
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
早
期
導
入
に

向
け
て
努
力
い
た
し
ま
す
。 
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瑞
穂
市
で
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
側
溝
や
水
路
内
の
泥
を
か
き

出
す
清
掃
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
や
グ
レ

ー
チ
ン
グ
を
持
ち
上
げ
て
外
し
、

戻
す
と
い
う
重
労
働
で
危
険
を

伴
う
作
業
は
、
住

民
の
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
自
治
会

に
と
っ
て
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
継

続
が
困
難
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
問

題
解
決
に
向
け
、
あ
る
自
治
会

に
お
い
て
従
来
の
グ
レ
ー
チ
ン

グ
に
新
た
に
１
枚
加
え
、
２
枚

連
続
に
敷
設
し
、
側
溝
・
水
路
清

掃
の
簡
便
化
に
向
け
た
社
会
実

験
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
側
溝
・
水
路
清
掃
の

負
担
軽
減
に
向
け
、
市
と
し
て

の
対
応
策
つ
い
て
質
問
し
ま
し 

      た
。 

「
軽
量
版
側
溝
と
従
来
の
蓋
よ
り

約 

％
軽
量
化
さ
れ
た
軽
量
版
側

溝
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
が
あ
り
ま
す
。

但
し
、
既
存
Ｐ
Ｕ
側
溝
で
の
使
用
が

困
難
で
側
溝
内
空
が
狭
く
清
掃
し
に

く
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
が
、
周
辺
が
宅
地
化
さ
れ
土
砂

等
の
流
入
が
少
な
い
場
所
に
お
い
て

は
、
負
担
軽
減
に
繋
が
る
有
効
な
も

の
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
側
溝
を
新

設
す
る
時
や
既
存
側
溝
自
体
の
交
換

時
な
ど
市
発
注
の
道
路
工
事
で
試
験

的
に
使
用
し
て
行
き
た
い
。」 

     

み
ず
ほ
バ
ス
の 

利
用
者
増
に
向
け
て 

平
成 

年
４
月
１
日
よ
り
４
路
線

に
再
編
さ
れ
た
み
ず
ほ
バ
ス
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
平
成 

年
度
瑞
穂

市
地
域
公
共
交
通
会
議
録
等
に
よ
れ

ば
、
順
調
に
利
用
者
数
は
伸
び
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
、
朝
の
利
用
が

中
心
で
あ
る
。
学
生
、
大
人
の
利
用
が

増
え
て
い
る
一
方
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
利
用
が
減
っ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
次
の
提
言
を
し
ま
し
た
。 

■ 

最
終
便
の
利
用
者
を
増
や
す
た

め
に
、
Ｊ
Ｒ
運
行
時
刻
を
基
に
し
た

バ
ス
最
終
便
出
発
時
刻
の
見
直
し
。 

■ 

月
額
定
期
券
・
買
物
や
通
院
等
で

２
路
線
以
上
の
乗
継
乗
車
に
対
応
す

る
乗
継
割
引
券
の
発
行
。 

■ 

高
齢
者
の
方
よ
り
要
望
の
あ
る

大
規
模
市
営
墓
地
『
ほ
づ
み
霊
園
』

最
寄
り
の
バ
ス
停
の
設
置
。 

※
ほ
づ
み
霊
園
（
瑞
穂

市
別
府
２
６
２
０
番
地

１
）
は
、
１
６
７
８
区
画

（
概
算
値
）、
そ
の
う
ち

概
ね
１
６
０
０
区
画
に

所
有
者
が
い
る
大
規
模

市
営
墓
地
。 

 

 

９
月 

日
（
日
）「
第
２
回
岐
阜

県
版
若
者
・
ひ
き
こ
も
り
協
同
実

践
交
流
会
」
が
瑞
穂
市
総
合
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
も
多
数
参
加
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
穂
積
駅
か
ら
会

場
へ
の
誘
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
と
第
５
分
科
会
【
障
が

い
と
「
ひ
き
こ
も
る
」】
に
参
加
。 

        

ま
だ
ま
だ
多
様
性
が
認
め
ら

れ
ず
「
生
き
づ
ら
さ
」
へ
の
理
解
・

協
力
が
不
十
分
な
現
状
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
。 

当
事
者
・
家
族
の
方
々
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
で
、
実
情
と
支
援

と
の
課
題
の
共
有
が
で
き
、
当
事

者
・
家
族
・
支
援
者
・
行
政
・
市

民
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

側
溝
・
水
路
清
掃
の 

負
担
軽
減
に
向
け
て 

既存ＰＵ側溝 
５２０㎜ 

軽量版側溝 

４２０㎜ 

対比図（例 300×300） 

２枚連続に敷設

されている箇所 


